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8日 
開催まで 
あと 

夏季大会　  9/13～16　県富士水泳場 
秋季大会　10/26～29　市立富士体育館 

主な内容

特集●救急の日　いざというとき、大切な人の命を救えますか？

平成16年度　公・私立幼稚園の入園申請を受け付けます

秋の全国交通安全運動／10月1日から新幹線の利用が便利になります

環境衛生週間／第37回富士市総合文化祭

無病息災を願い、松明
たいまつ

が描く幻想的な光

8月13日 今宮浅間神社
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救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は
、

「
慌
て
ず
、
正
し
く
、
は
っ
き
り
と
」

◆
落
ち
着
い
て
、
は
っ
き
り
と
次
の
こ
と
を
伝
え

ま
し
ょ
う
。

①
事
故
や
病
人
の
発
生
し
た
場
所

（
目
標
と
な
る
建
物
な
ど
）

②
ど
ん
な
事
故
、
病
気
か

③
傷
病
者
の
人
数
、
年
齢
、
性
別
な
ど

④
ど
ん
な
状
態
か
（
で
き
る
だ
け
詳
し
く
）

⑤
通
報
者
の
氏
名
と
電
話
番
号

※
正
確
な
通
報
は
、
救
急
車
な
ど
の
到
着
を
早
く

し
ま
す
。
事
故
や
け
が
、
病
気
の
程
度
を
で
き

る
だ
け
詳
し
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

◆
救
急
車
が
来
た
と
き
は
…

①
目
標
物
、
街
角
ま
で
出
て
誘
導
し
て
く
だ
さ
い

②
傷
病
者
の
状
況
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、

突
然
の
け
が
や
病
気
に
な
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
不
慮
の
事
故
や
急

病
で
呼
吸
や
心
臓
が
停
止
す
る
傷

病
者
が
発
生
し
た
場
合
、「
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
救
急
車
が

到
着
す
る
ま
で
何
の
救
命
手
当
も

で
き
ず
に
大
切
な
命
を
失
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
あ
な
た
の
身
近
な
と
こ

ろ
で
、
け
が
人
や
急
病
人
が
発
生

し
た
場
合
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま

す
か
？
適
切
な
救
命
手
当
の
方
法

を
知
ら
な
い
た
め
に
、
た
だ
慌
て

て
し
ま
っ
て
、
戸
惑
っ
た
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

今
回
は
、
救
急
業
務
や
い
ざ
と

い
う
と
き
の
救
命
手
当
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
大
切
な
人
の

命
が
守
れ
る
よ
う
、
一
緒
に
学
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、

突
然
の
け
が
や
病
気
に
な
る
か
わ
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ん
。
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や
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や
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停
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発
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し
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場
合
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」
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由
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が
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着
す
る
ま
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救
命
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が
あ
り
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す
。
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、
あ
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身
近
な
と
こ
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で
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け
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や
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病
人
が
発
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し
た
場
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、
あ
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は
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し
ま
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戸
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ど
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介
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し
ま
っ
て
、
戸
惑
っ
た
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

今
回
は
、
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業
務
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い
ざ
と

い
う
と
き
の
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命
手
当
な
ど
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つ

い
て
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介
し
ま
す
。
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な
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の
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が
守
れ
る
よ
う
、
一
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ん

で
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き
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し
ょ
う
。
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、
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で
、
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然
の
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が
や
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る
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わ
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ん
。
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の
事
故
や
急
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で
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吸
や
心
臓
が
停
止
す
る
傷

病
者
が
発
生
し
た
場
合
、「
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
救
急
車
が

到
着
す
る
ま
で
何
の
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命
手
当
も

で
き
ず
に
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な
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を
失
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す
。
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介
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れ
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救急車をお願いします！
場所は○○町1-2-3番地、
近くに□□公園があります。
……

～携帯電話からの119番通報～

現在、静岡県の東部地区からの携帯電

話による119番通報は、「au、ツーカーセ

ルラー東海」の場合は「富士市消防本部」、

「NTT- Docomo、J- PHONE」の場合は

「沼津市消防本部」が最初に受信して、最
寄りの消防署へ転送します。
なお、一般電話（公衆電話を含む）が

そばにあった場合には、そちらを優先し
て使用してください。携帯電話を使用し
た場合と違い、その市町村を管轄する消
防本部に直接119
番がつながります。

落ち着いて！

九
と
九
で
「
救
急
（
き
ゅ
う
き
ゅ
う
）
の
日
」

九
月
九
日
は
「
救
急
の
日
」、
九
月
九
日
を
含
む
一
週

間
は
「
救
急
医
療
週
間
」で
す
。

「
皆
さ
ん
に
も
っ
と
救
急
に
つ
い
て
正
し
く
認
識
し

て
も
ら
い
た
い
…
」
救
急
の
日
・
救
急
医
療
週
間
に
は
、

そ
ん
な
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
の
救
急
医
療
週
間
は
九
月
七
日
〜
十
三
日
。

こ
の
機
会
に
、
家
族
や
地
域
な
ど
で
、
救
急
医
療
の
大

切
さ
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、
救
命
手
当
の
方
法
な

ど
を
確
認
し
た
り
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

救
急
車
の
出
動
状
況

市
の
消
防
本
部
に
は
、
中
央
消
防
署
・
吉
永
分
署
・

大
淵
分
署
・
西
消
防
署
・
南
分
署
に
、
合
わ
せ
て
五
台

の
救
急
車
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
救
急
車
は
、
昨
年
一
年

間
で
六
千
件
以
上
出
動
し
、
一
日
平
均
十
八
件
、
単
純

に
計
算
す
る
と
、
一
台
の
救
急
車
が
一
日
三
〜
四
件
出

動
し
て
い
ま
す
。

救
急
車
が
出
動
し
た
件
数
で
一
番
多
か
っ
た
の
は
、

急
病
に
よ
る
も
の
、
次
い
で
交
通
事
故
に
よ
る
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
二
件
が
全
体
の
約
七
割
を
占
め
て

い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
参
照
）

急　病 
 3,326件 

  （51.5％） 
交通事故 
 1,082件 

  （16.8％） 

一般負傷 
  627件（9.7％） 

労働災害 
129件（2.0％） その他 

  1,293件（20.0％） 

出動総数 
  6,457件 

急　病 
 3,326件 

  （51.5％） 
交通事故 
 1,082件 

  （16.8％） 

一般負傷 
  627件（9.7％） 

労働災害 
129件（2.0％） その他 

  1,293件（20.0％） 

救急統計
平成14年　事故種別活動状況
（消防年報　平成14年版より）

★通報の際には、使
っている携帯電話の
電話番号を聞かれま
す。通報する前に必
ず確認しておこう。



いざというとき、大切　な人の命を救えますか？
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救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は
、

「
慌
て
ず
、
正
し
く
、
は
っ
き
り
と
」

◆
落
ち
着
い
て
、
は
っ
き
り
と
次
の
こ
と
を
伝
え

ま
し
ょ
う
。

①
事
故
や
病
人
の
発
生
し
た
場
所

（
目
標
と
な
る
建
物
な
ど
）

②
ど
ん
な
事
故
、
病
気
か

③
傷
病
者
の
人
数
、
年
齢
、
性
別
な
ど

④
ど
ん
な
状
態
か
（
で
き
る
だ
け
詳
し
く
）

⑤
通
報
者
の
氏
名
と
電
話
番
号

※
正
確
な
通
報
は
、
救
急
車
な
ど
の
到
着
を
早
く

し
ま
す
。
事
故
や
け
が
、
病
気
の
程
度
を
で
き

る
だ
け
詳
し
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

◆
救
急
車
が
来
た
と
き
は
…

①
目
標
物
、
街
角
ま
で
出
て
誘
導
し
て
く
だ
さ
い

②
傷
病
者
の
状
況
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、

突
然
の
け
が
や
病
気
に
な
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
不
慮
の
事
故
や
急

病
で
呼
吸
や
心
臓
が
停
止
す
る
傷

病
者
が
発
生
し
た
場
合
、「
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
救
急
車
が

到
着
す
る
ま
で
何
の
救
命
手
当
も

で
き
ず
に
大
切
な
命
を
失
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
あ
な
た
の
身
近
な
と
こ

ろ
で
、
け
が
人
や
急
病
人
が
発
生

し
た
場
合
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま

す
か
？
適
切
な
救
命
手
当
の
方
法

を
知
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な
い
た
め
に
、
た
だ
慌
て

て
し
ま
っ
て
、
戸
惑
っ
た
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

今
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は
、
救
急
業
務
や
い
ざ
と

い
う
と
き
の
救
命
手
当
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
大
切
な
人
の

命
が
守
れ
る
よ
う
、
一
緒
に
学
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

私
た
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は
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つ
、
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然
の
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す
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を
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が
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ま
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な
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で
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人
や
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病
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な
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の
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に
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、
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経
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は
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か
？

今
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は
、
救
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業
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や
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と
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う
と
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の
救
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手
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な
ど
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
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な
人
の
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れ
る
よ
う
、
一
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に
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で
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は
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つ
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で
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当
も

で
き
ず
に
大
切
な
命
を
失
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
あ
な
た
の
身
近
な
と
こ

ろ
で
、
け
が
人
や
急
病
人
が
発
生

し
た
場
合
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま

す
か
？
適
切
な
救
命
手
当
の
方
法

を
知
ら
な
い
た
め
に
、
た
だ
慌
て

て
し
ま
っ
て
、
戸
惑
っ
た
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

今
回
は
、
救
急
業
務
や
い
ざ
と

い
う
と
き
の
救
命
手
当
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
大
切
な
人
の

命
が
守
れ
る
よ
う
、
一
緒
に
学
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

普通救命講習（八王子町私設消防隊の皆さん）普通救命講習（八王子町私設消防隊の皆さん）普通救命講習（八王子町私設消防隊の皆さん）普通救命講習（八王子町私設消防隊の皆さん）普通救命講習（八王子町私設消防隊の皆さん）普通救命講習（八王子町私設消防隊の皆さん）普通救命講習（八王子町私設消防隊の皆さん）普通救命講習（八王子町私設消防隊の皆さん）普通救命講習（八王子町私設消防隊の皆さん）普通救命講習（八王子町私設消防隊の皆さん）普通救命講習（八王子町私設消防隊の皆さん）普通救命講習（八王子町私設消防隊の皆さん）普通救命講習（八王子町私設消防隊の皆さん）普通救命講習（八王子町私設消防隊の皆さん）普通救命講習（八王子町私設消防隊の皆さん）普通救命講習（八王子町私設消防隊の皆さん）普通救命講習（八王子町私設消防隊の皆さん）

救急車をお願いします！
場所は○○町1-2-3番地、
近くに□□公園があります。
……

～携帯電話からの119番通報～

現在、静岡県の東部地区からの携帯電

話による119番通報は、「au、ツーカーセ

ルラー東海」の場合は「富士市消防本部」、

「NTT- Docomo、J- PHONE」の場合は

「沼津市消防本部」が最初に受信して、最
寄りの消防署へ転送します。
なお、一般電話（公衆電話を含む）が

そばにあった場合には、そちらを優先し
て使用してください。携帯電話を使用し
た場合と違い、その市町村を管轄する消
防本部に直接119
番がつながります。

落ち着いて！

九
と
九
で
「
救
急
（
き
ゅ
う
き
ゅ
う
）
の
日
」

九
月
九
日
は
「
救
急
の
日
」、
九
月
九
日
を
含
む
一
週

間
は
「
救
急
医
療
週
間
」で
す
。

「
皆
さ
ん
に
も
っ
と
救
急
に
つ
い
て
正
し
く
認
識
し

て
も
ら
い
た
い
…
」
救
急
の
日
・
救
急
医
療
週
間
に
は
、

そ
ん
な
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
の
救
急
医
療
週
間
は
九
月
七
日
〜
十
三
日
。

こ
の
機
会
に
、
家
族
や
地
域
な
ど
で
、
救
急
医
療
の
大

切
さ
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、
救
命
手
当
の
方
法
な

ど
を
確
認
し
た
り
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

救
急
車
の
出
動
状
況

市
の
消
防
本
部
に
は
、
中
央
消
防
署
・
吉
永
分
署
・

大
淵
分
署
・
西
消
防
署
・
南
分
署
に
、
合
わ
せ
て
五
台

の
救
急
車
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
救
急
車
は
、
昨
年
一
年

間
で
六
千
件
以
上
出
動
し
、
一
日
平
均
十
八
件
、
単
純

に
計
算
す
る
と
、
一
台
の
救
急
車
が
一
日
三
〜
四
件
出

動
し
て
い
ま
す
。

救
急
車
が
出
動
し
た
件
数
で
一
番
多
か
っ
た
の
は
、

急
病
に
よ
る
も
の
、
次
い
で
交
通
事
故
に
よ
る
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
二
件
が
全
体
の
約
七
割
を
占
め
て

い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
参
照
）

急　病 
 3,326件 

  （51.5％） 
交通事故 
 1,082件 

  （16.8％） 

一般負傷 
  627件（9.7％） 

労働災害 
129件（2.0％） その他 

  1,293件（20.0％） 

出動総数 
  6,457件 

急　病 
 3,326件 

  （51.5％） 
交通事故 
 1,082件 

  （16.8％） 

一般負傷 
  627件（9.7％） 

労働災害 
129件（2.0％） その他 

  1,293件（20.0％） 

救急統計
平成14年　事故種別活動状況
（消防年報　平成14年版より）

★通報の際には、使
っている携帯電話の
電話番号を聞かれま
す。通報する前に必
ず確認しておこう。
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0

（％）

心
臓
停
止

呼
吸
停
止

多
量
出
血

［時間経過］

﹇
死
亡
率
﹈

救命手当開始までの時間と死亡率
（カーラーの救命曲線）

（ 4 ）（ 5 ）

素
早
い
手
当
て
が
命
を
救
う

救
急
車
が
、
一
一
九
番
通
報
を
受
け
て

か
ら
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
全
国
の
平

均
時
間
は
五
〜
六
分
。
ま
た
、
震
災
や
大

規
模
な
事
故
発
生
時
に
お
い
て
は
、
救
急

車
の
到
着
の
遅
れ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

心
臓
や
呼
吸
が
停
止
す
る
傷
病
者
が
発

生
し
た
と
き
、
ど
れ
だ
け
早
く
救
命
手
当

を
行
う
か
が
、
傷
病
者
の
そ
の
後
の
状
態

に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
下
の
グ
ラ
フ
の

よ
う
に
、
心
臓
が
停
止
し
た
場
合
は
約
三

分
、
呼
吸
が
停
止
し
た
場
合
は
約
十
分
、

多
量
出
血
し
た
場
合
は
約
三
十
分
で
、
傷

病
者
の
死
亡
率
は
五
〇
％
に
も
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

我
々
救
急
隊
が
救
急
現
場
に
向
か
う
と
、
傷
病

者
に
対
し
て
何
の
処
置
も
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が

多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
周
り
に
い
る
人
が
気

が
動
転
し
て
し
ま
い
、
簡
単
な
処
置
さ
え
も
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。

救
急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
救
命
方
法
を
知

っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
、
傷
病
者
の
生
存
率
は
大

き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ

ん
に
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
技
術
を
身
に
つ
け
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
た
だ
話
を
聞
い
て
み
る
だ

け
で
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、
必
ず
そ
の
知
識
は

役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
も
し
、
救
急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
と

き
に
は
、
勇
気
を
も
っ
て
積
極
的
に
手
を
出
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
人
工
呼
吸
だ
け
、
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
だ
け
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
救
急
隊
が

到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、
自
分
に
で
き
る
処
置
を

積
極
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「大丈夫ですか」など、問いかけ
ながら肩を軽くたたき、意識を確認
します。反応がなければ、大きな声
で周囲に助けを求め、119番通報を
依頼します。

１．傷病者の観察・通報

片手を額に当て、もう一方の手の人
差し指と中指の2本をあご先に当てて
持ち上げ、気道の確保をします。この
状態でほおや耳を傷病者の口、鼻に近
づけて呼吸を確認します。
呼吸がない場合、気道を確保したま

ま、額に当てた手で鼻をつまんで口を
覆い、２秒くらい息を吹き込みます。
胸の動きと出てくる呼気を確認し、さ
らに１回吹き込みます。

2．気道の確保・人工呼吸

人工呼吸を行ったあと、ほおや耳
を傷病者の口、鼻に近づけて、呼吸
やせきをしているか、体に何らかの
動きがあるか観察します。動きがな
ければ心停止と判断し、心臓マッサ
ージを行います。
胸の中央を3.5～5センチメートル

沈むように毎分100回のリズムで15
回押し、人工呼吸を2回行います。こ
れを救急隊が来るまで繰り返します。

3．心臓マッサージ

八王子町私設消防隊副隊長
小野 敏彦 さん（大淵）

救急隊が到着するまでの間の、
勇気ある積極的な処置を期待

い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
、
安
全
確

認
を
し
た
り
、
人
の
助
け
を
借
り
た

り
す
る
と
い
う
初
歩
的
な
こ
と
も
忘

れ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、

緊
急
時
に
は
一
人
で
は
乗
り
切
れ
な

い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
講
習

で
は
、
技
術
の
習
得
だ
け
で
な
く
、
周

り
の
人
と
助
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を

改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
人
が
こ
の
講
習
を

受
け
、
心
肺
蘇
生
法
の
技
術
と
知
識
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
東
海

地
震
な
ど
の
大
き
な
災
害
が
や
っ
て
き

て
も
怖
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

助け合うことの
大切さを実感

大丈夫ですか　 
大丈夫ですか 

 

だれか手を貸してください 
救急車を呼んでください 

 

心
肺
蘇そ

生せ
い

法
の
基
本
　
★
八
歳
以
上
の
成
人
の
場
合

大変

だ
！

中央消防署
救急救助第二担当
大村　高之
参事補兼主幹

何とかし

な
き
ゃ
！

心
肺
蘇
生
法
は
、
ど
な
た
で
も
簡
単
に
習
得
で
き
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
を
受
講
し
、
命
を
救
う
た
め
の
技
術
を
身

に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
　
き

毎
月
第
二
火
曜
日
　
十
三
時
三
十
分
〜
十
六
時
三
十
分

毎
月
第
四
火
曜
日
　
十
八
時
〜
二
十
一
時

と
こ
ろ

消
防
防
災
庁
舎
二
階
Ｐ
Ｒ
室

申
し
込
み

消
防
本
部
警
防
課
　
�
五
五
―
二
八
五
六

※
こ
の
ほ
か
、
市
政
い
き
い
き
講
座
で
も
普
通
救
命
講
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

こ
こ
を
押
す
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0

（％）

心
臓
停
止

呼
吸
停
止

多
量
出
血

［時間経過］

﹇
死
亡
率
﹈

救命手当開始までの時間と死亡率
（カーラーの救命曲線）

（ 4 ）（ 5 ）

素
早
い
手
当
て
が
命
を
救
う

救
急
車
が
、
一
一
九
番
通
報
を
受
け
て

か
ら
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
全
国
の
平

均
時
間
は
五
〜
六
分
。
ま
た
、
震
災
や
大

規
模
な
事
故
発
生
時
に
お
い
て
は
、
救
急

車
の
到
着
の
遅
れ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

心
臓
や
呼
吸
が
停
止
す
る
傷
病
者
が
発

生
し
た
と
き
、
ど
れ
だ
け
早
く
救
命
手
当

を
行
う
か
が
、
傷
病
者
の
そ
の
後
の
状
態

に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
下
の
グ
ラ
フ
の

よ
う
に
、
心
臓
が
停
止
し
た
場
合
は
約
三

分
、
呼
吸
が
停
止
し
た
場
合
は
約
十
分
、

多
量
出
血
し
た
場
合
は
約
三
十
分
で
、
傷

病
者
の
死
亡
率
は
五
〇
％
に
も
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

我
々
救
急
隊
が
救
急
現
場
に
向
か
う
と
、
傷
病

者
に
対
し
て
何
の
処
置
も
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が

多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
周
り
に
い
る
人
が
気

が
動
転
し
て
し
ま
い
、
簡
単
な
処
置
さ
え
も
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。

救
急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
救
命
方
法
を
知

っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
、
傷
病
者
の
生
存
率
は
大

き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ

ん
に
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
技
術
を
身
に
つ
け
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
た
だ
話
を
聞
い
て
み
る
だ

け
で
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、
必
ず
そ
の
知
識
は

役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
も
し
、
救
急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
と

き
に
は
、
勇
気
を
も
っ
て
積
極
的
に
手
を
出
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
人
工
呼
吸
だ
け
、
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
だ
け
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
救
急
隊
が

到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、
自
分
に
で
き
る
処
置
を

積
極
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「大丈夫ですか」など、問いかけ
ながら肩を軽くたたき、意識を確認
します。反応がなければ、大きな声
で周囲に助けを求め、119番通報を
依頼します。

１．傷病者の観察・通報

片手を額に当て、もう一方の手の人
差し指と中指の2本をあご先に当てて
持ち上げ、気道の確保をします。この
状態でほおや耳を傷病者の口、鼻に近
づけて呼吸を確認します。
呼吸がない場合、気道を確保したま

ま、額に当てた手で鼻をつまんで口を
覆い、２秒くらい息を吹き込みます。
胸の動きと出てくる呼気を確認し、さ
らに１回吹き込みます。

2．気道の確保・人工呼吸

人工呼吸を行ったあと、ほおや耳
を傷病者の口、鼻に近づけて、呼吸
やせきをしているか、体に何らかの
動きがあるか観察します。動きがな
ければ心停止と判断し、心臓マッサ
ージを行います。
胸の中央を3.5～5センチメートル

沈むように毎分100回のリズムで15
回押し、人工呼吸を2回行います。こ
れを救急隊が来るまで繰り返します。

3．心臓マッサージ

八王子町私設消防隊副隊長
小野 敏彦 さん（大淵）

救急隊が到着するまでの間の、
勇気ある積極的な処置を期待

い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
、
安
全
確

認
を
し
た
り
、
人
の
助
け
を
借
り
た

り
す
る
と
い
う
初
歩
的
な
こ
と
も
忘

れ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、

緊
急
時
に
は
一
人
で
は
乗
り
切
れ
な

い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
講
習

で
は
、
技
術
の
習
得
だ
け
で
な
く
、
周

り
の
人
と
助
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を

改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
人
が
こ
の
講
習
を

受
け
、
心
肺
蘇
生
法
の
技
術
と
知
識
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
東
海

地
震
な
ど
の
大
き
な
災
害
が
や
っ
て
き

て
も
怖
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

助け合うことの
大切さを実感

大丈夫ですか　 
大丈夫ですか 

 

だれか手を貸してください 
救急車を呼んでください 

 

心
肺
蘇そ

生せ
い

法
の
基
本
　
★
八
歳
以
上
の
成
人
の
場
合

大変

だ
！

中央消防署
救急救助第二担当
大村　高之
参事補兼主幹

何とかし

な
き
ゃ
！

心
肺
蘇
生
法
は
、
ど
な
た
で
も
簡
単
に
習
得
で
き
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
を
受
講
し
、
命
を
救
う
た
め
の
技
術
を
身

に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
　
き

毎
月
第
二
火
曜
日
　
十
三
時
三
十
分
〜
十
六
時
三
十
分

毎
月
第
四
火
曜
日
　
十
八
時
〜
二
十
一
時

と
こ
ろ

消
防
防
災
庁
舎
二
階
Ｐ
Ｒ
室

申
し
込
み

消
防
本
部
警
防
課
　
�
五
五
―
二
八
五
六

※
こ
の
ほ
か
、
市
政
い
き
い
き
講
座
で
も
普
通
救
命
講
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
　
1
五
五
―
二
八
五
六

こ
こ
を
押
す
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は私立

富
　
士
　
地
　
区

鷹
岡
地
区

吉
　
　
　
原
　
　
　
地
　
　
　
区

幼 稚 園 名

田子浦幼稚園

浜 幼 稚 園

岩 松 幼 稚 園

南 幼 稚 園

するが幼 稚 園

富士ふたば幼稚園

ゆきよし幼稚園

富士中央幼稚園

天 間 幼 稚 園

たかおか幼稚園

元吉原幼稚園

昭 和 幼 稚 園

原 田 幼 稚 園

大 淵 幼 稚 園

鈴 川 幼 稚 園

富士リズム幼稚園

曙 幼 稚 園

いまいづみ幼稚園

光 明 幼 稚 園

神 戸 幼 稚 園

須 津 幼 稚 園

吉原聖母幼稚園

藤 田 幼 稚 園

みのる幼 稚 園

わかば幼稚園

募集人数（人）

3 歳児

70

35

35

100

110

84

50

35

90

70

35

30

80

90

96

70

80

90

60

90

60

105

4 歳児

　

若干

若干

20

35

25

46

70

 8 

若干

20

  4

5 

10

15

若干

13

15

10

住　　　所

川成島138-1

中丸892-91

松岡804

横割5丁目10-1

中島122

水戸島本町2-10

宮島251-5

蓼原113-15

天間1047-1

厚原1385

今井3丁目4-3

比奈160

原田480

大淵3022

鈴川東町16-17

伝法1740-1

吉原4丁目17-45

今泉5丁目8-2

浅間上町10-3

富士見台1丁目6-8

神谷新町227

南町1-30

大淵2964-1

富士見台7丁目9-8

大淵3

電話番号

61-2154

61-1422

61-1227

61-8055

61-8778

61-3121

63-3083

60-0700

71-1638

71-3085

33-0169

34-0300

52-1202

35-0049

32-0475

53-6969

52-0539

52-6006

52-1322

21-3805

34-2295

51-6178

35-3178

21-4115

21-0115

地区

若干

　70

●公立幼稚園 10月15日（水） 13:00～16:00
●私立幼稚園 10月15日（水） 9:00～15:00

保護者は、幼児と一緒に希望する幼稚園に直接申
し込んでください。
申込用紙は10月 1 日～14日の9:00～16:00に各幼稚　

園で配布します。（土・日曜日、祝日は除く）

※入園についての質問や相談は、入園を希望す

る幼稚園へ直接お問い合わせください。

※田子浦・岩松・原田・大淵幼稚園では、市内

在住の3歳から小学校入学前の、言葉につま

ずきのある幼児を対象とした「ことばの教室」

を開いています。ほかの園の幼稚園児や保育

園児、在宅児の相談も受け付けています。

※公立幼稚園で入園希望者が定員を超えた場合

は、抽せんとなります。

問い合わせ　学校教育課　155-2870

市内には、公立、私立を合わせて25の幼稚

園があり、3歳児から小学校入学前の子ども

たちが通園しています。

幼稚園は遊びを大切にした教育を行って

います。子どもたちは遊びやさまざまな経

験を通して、うまく人とかかわれるように

なったり、言葉が豊かになったり、自然の

美しさや不思議さに気づいたりすることで、

将来の学習の基盤をつくっています。また、

よいことや悪いことの区別、他人への思い

やりや社会的ルールなど、心の教育に地域

や家庭と協力して取り組んでいます。

受　付

該当児
● 4 歳児
平成11年 4 月 2 日～12年 4 月 1 日に生まれた幼児
（田子浦・浜・岩松・南・天間・するが幼稚園を除く　
公立・私立幼稚園全園）

● 3 歳児
平成12年 4 月 2 日～13年 4 月 1 日に生まれた幼児　
（私立幼稚園は全園、公立幼稚園は元吉原・大淵幼　
稚園を除く全園）

←ねぇ見てて、

上まで登れるよ

↑

み
ん
な
で
考
え
た

積
み
木
遊
び
。
ど

こ
ま
で
高
く
な
る

か
な

↑
ふ
じ
っ
ぴ
ー
体
操
だ
ー
い
　

好
き



九
月
二
十
日
〜
二
十
六
日
は
「
動

物
愛
護
週
間
」。
今
回
は
、
動
物
と
の

交
流
を
通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
繰
り
広
げ
て
い
る
「
絆き

ず
な

の
会
」
を

紹
介
し
ま
す
。

「
絆
の
会
」
は
、
平
成
五
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
動
物
と
の
交
流
を
通
じ
た

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
慰
問
活
動
が
原
点
。

こ
の
活
動
は
年
々
広
が
り
、
輪
に
加
わ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
ふ
え
る
中
、
平
成

十
一
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
の
会

員
数
は
六
十
人
ほ
ど
。
市
内
だ
け
で
な

く
富
士
宮
市
や
御
殿
場
市
在
住
の
会
員

も
多
く
い
ま
す
。

会
で
は
、
動
物
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
、
福
祉
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
や
、
保
育
園
や
幼
稚
園
で

の
愛
護
教
室
な
ど
独
自
で
行
う
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
（社）
県
動
物

保
護
協
会
富
士
地
区
支
部
が
主
催
す
る

福
祉
施
設
へ
の
ふ
れ
あ
い
訪
問
活
動
、

小
学
校
で
の
愛
護
教
室
、
一
般
市
民
を

対
象
に
し
た
飼
い
方
教
室
な
ど
の
活
動

に
も
協
力
。
人
と
動
物
、
ま
た
会
員
同

士
の
「
き
ず
な
」
を
深
め
な
が
ら
、
人

と
動
物
が
共
生
で
き
る
社
会
を
目
指
し

て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

会
長
の
佐
野
郁い

く

夫お

さ
ん
（
広
見
東
本

町
）
は
、「
動
物
と
ふ
れ
あ
う
皆
さ
ん

の
笑
顔
に
接
す
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
動
物
嫌
い

の
人
を
少
な
く
す
る
こ
と
も
目
標
の
一

つ
で
す
。
そ
の
た
め
に
活
動
の
中
で
、

皆
さ
ん
に
し
つ
け
の
大
切
さ
を
理
解
し

て
も
ら
う
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

今
後
は
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た

愛
護
教
室
の
機
会
を
ふ
や
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
命
を
大
切
に
す
る
心
を
は
ぐ

く
む
こ
と
に
私
た
ち
の
活
動
が
役
立
つ

と
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

◎
動
物
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
は
…

富
士
保
健
所
動
物
保
護
指
導
班

1
六
五
ー
二
六
七
九
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かけ橋 

▲広見さくら祭りに参加し、
犬のしつけについて披露

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
女
子
四
百
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
で
、

桜
井
里り

佳か

さ
ん
（
富
士
見
高
校
三
年
）
が
三
位
入
賞

七
月
三
十
一
日
に
長
崎
市
で
開
か
れ
た

全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
の
陸

上
競
技
・
女
子
四
百
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

で
、
桜
井
里
佳
さ
ん
（
富
士
見
高
校
三

年
・
広
見
西
本
町
）
が
一
分
一
秒
一
四
の

記
録
で
見
事
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
吉

原
一
中
で
ハ
ー
ド
ル
競
技
を
始
め
、
中
学

時
代
も
数
々
の
大
会
で
入
賞
を
果
た
し
て

き
た
桜
井
さ
ん
。
高
校
進
学
後
も
練
習
を

積
み
重
ね
て
順
調
に
記
録
を
伸
ば
し
、
今

回
の
結
果
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

桜
井
さ
ん
は
、「
調
子
が
よ
く
、
強
気

の
走
り
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
の
大
会
で

は
周
り
に
の
ま
れ
て
力
を
出
し
切
れ
な
か

っ
た
分
、
今
回
結
果
を
残
せ
て
う
れ
し
い

で
す
」
と
大
会
を
振
り
返
り
、
次
の
大
会

と
な
る
十
月
の
国
体
に
向
け
て
は
、「
負
け

た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
を
前
面
に
出
し

て
、
ベ
ス
ト
の
記
録
を
狙
い
ま
す
。
目
指

す
は
表
彰
台
の
一
番
上
で
す
」
と
力
強
く

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

太
陽
の
丘
陵

み
ど
り
の
裾
野
〜
　

で
始
ま
り
、
市
の
公
式
歌
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
「
富
士
市
民
歌
」。
昭
和
四
十

二
年
に
つ
く
ら
れ
た
こ
の
歌
を
新
録
音
し

た
Ｃ
Ｄ
を
制
作
し
、
配
布
・
貸
し
出
し
を

し
て
い
ま
す
。
演
奏
に
は
、
富
士
市
少
年

少
女
合
唱
団
と
そ
の
Ｏ
Ｇ
、
市
内
の
音
楽

家
集
団
・
フ
ジ
ゾ
リ
ス
テ
ン
の
皆
さ
ん
が

協
力
。
各
種
行
事
で
活
用
で
き
る
よ
う
カ

ラ
オ
ケ
演
奏
も
収
録
し
て
い
ま
す
。

市
民
歌
を
活

用
す
る
市
内
の

団
体
・
グ
ル
ー

プ
に
は
、
こ
の

Ｃ
Ｄ
を
広
報
広
聴
課
で
無
料
配
布
し
て
い

る
ほ
か
、
中
央
図
書
館
や
広
報
広
聴
課
で

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
曲
は
富
士

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

広
報
広
聴
課

1
五
五
ー
二
七
〇
〇

▲「絆の会」の皆さん。飼って
いる動物は犬、猫、ウサギ、
ハムスターなどさまざま

「
絆
の
会
」

動
物
ふ
れ
あ
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

み
ん
な
で
歌
お
う
　

「
富
士
市
民
歌
」
の
Ｃ
Ｄ
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Ｃ
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Ｃ
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練
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に
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桜
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実施期間　9月21日（日）～ 30日（火）

と　　　　き 行　　　　事 と　こ　ろ 

9月19日� 
 

 

〃  24日� 
 

〃  25日� 
 
〃  26日� 
 
 
〃  29日� 
 

 

〃  30日� 

  7:00～  8:00 

18:00～20:00 

　 
 

15:00～16:00 
　 

9:00～16:00 

　　　7:40～  8:20 

14:00～15:00 

　9:30～11:00 

17:00～18:00 

17:00～18:00 

 

15:00～16:00 

18:30～20:00

〈事前街頭指導・広報の日〉 
街頭指導及び広報 

主要交差点街頭指導 

〈シートベルトとチャイルドシート着用徹底の日〉 
シートベルト・チャイルドシート 
着用街頭指導及び取り締まり 

放置自転車の撤去 

高校生自転車マナー向上通学街頭指導 

飲酒運転追放街頭広報 

元吉原シルバーマナーアップスクール 

早めのライトオン作戦 

無事故無違反コンクール街頭広報 

〈高齢者の交通事故防止の日〉 
交通安全協会優良運転者表彰式 

主要交差点街頭指導 

各地区、市役所駐車場 

各地区 

 

ロゼシアター 
西側交差点 

市内 6 か所 

市内 6 か所 

吉原中央駅周辺 

元吉原小グラウンド 

市内 

市内 

 

ロゼシアター 

各地区 

10月1日から

新幹線の利用が便利になります

★運動の重点★
○高齢者の交通事故防止、特に薄暮時

における歩行中の事故防止

○シートベルトとチャイルドシートの

着用の徹底

●飲酒・暴走運転の追放（富士市の重点目標）
・飲んだら乗らない、乗るなら飲まないの精神を徹底して、

「少しぐらいなら…」といった甘い考えを一掃しよう。

・酒を飲む機会には、マイカーの使用禁止を徹底し、飲酒

運転を黙認しないようにしよう。

10月1日のダイヤ改正により、新富

士駅からの上り始発電車の時刻が繰り

上げられ、新幹線での首都圏への通勤

・通学などが便利になります。これは、

市民・企業・行政による十数年来の要

望が実を結んだものです。

また、新幹線品川駅の開業により、

羽田・渋谷・新宿方面への利便性が向

上します。

今後も、ひかり号の新富士駅停車な

どについて、機会をとらえて要望して

いきます。

＜主な変更内容＞

●上り始発電車が現在より29分早くなります。

現　行　新富士 7:03  → 東京 8:10

改正後 新富士 6:34  → 品川 7:32  → 東京 7:40

※全車両が時速270キロ運転対応になります。新幹線品川

駅の開業により停車駅がふえますが、新富士－東京間の

所要時間は従来とほとんど変わりません。

●現在、新富士駅に夜間に停車する下り電車には、東京駅発

20:23と21:33の間に1時間10分の空白があります。この

ため、三島駅止まりのこだま号が、静岡駅まで延長運転と

なります。

現　行　東京 20:56  → 三島 21:51（止）

改正後 東京 21:10  → 新富士 22:21  → 静岡 22:34（止）

（８）

問い合わせ　企　画　課　155-2718

お知らせ



入場無
料

定期的な点検と清掃を

（ 9 ）

環境衛生週間は、生活環境の保全と公衆衛生の向上を目的
に定められました。浄化槽の点検や清掃を定期的に行うこと
は、環境に優しい生活者への第一歩です。美しい環境を守る
ために、もう一度私たちの生活を見つめ直してみませんか。

9月24日（水） ～ 10月1日（水）

浄化槽の使用者（管理者）は、
保守点検と清掃を定期的に行うこ
とが、浄化槽法により義務づけら
れています。
これらの維持管理が適正に行わ

れないと、し尿がそのまま流され
てしまい悪臭が発生するなど、周
りに迷惑をかけるだけでなく環境
汚染の原因となります。

浄化槽の保守点検は、機能を正
常に保つためにも重要な作業です。
故障箇所を早目に修理しないと、
かえって余分な費用がかかること
にもなります。
維持管理はあらかじめ専門の業

者（県の登録業者。清掃の場合は
市の許可業者）と委託契約を結び、
定期的に点検を実施しましょう。

市内では、全体の20％以上がい
まだ保守点検がされていません。
県と浄化槽協会の協力で、浄化槽
パトロールを 9 月下旬から10月上
旬にかけて実施します。
これを機会に浄化槽の保守点検

と清掃の重要性について見直して
みましょう。

問い合わせ
廃棄物対策課　　　　　155-2769

富士保健所薬務環境課　165-2153

演奏会、展示会、講演会など内容
盛りだくさんに、「富士市総合文化
祭」が市内各会場で開催されます。
ぜひご来場ください。

浄化槽保守点検状況（平成14年度調べ）

浄化槽設置基数

保守点検実施基数

保守点検未実施

2万9,289基

2万2,602基

6,687基

浄化槽は、微生物の働きを利用して、汚
れた水をきれいにする装置です。浄化槽に
関する正しい知識を持ち、美しく住みよい
環境を守りましょう。

10月1日は

「浄化槽の日」

公  演  名 と  こ  ろと　　　　き 内　  容 と  こ  ろと　　　　き

生 活 文 化
マジック・新舞踊

日 本 画
硬 筆
写 真
華 道

ロゼシアター
中 ホ ー ル

ロゼシアター
展 示 室

ロゼシアター
展 示 室

ロゼシアター
和 室

ロゼシアター       

ロゼシアター
ガ レ リ ア

ロゼシアター
ガ レ リ ア

ステーション
プラザFUJ I

ステーション
プラザFUJ I

ロゼシアター
大 ホ ー ル

ロゼシアター
中 ホ ー ル

ロゼシアター
小 ホ ー ル

ロゼシアター
小 ホ ー ル

富士市民センター
ホ ー ル

富士市民センター
会 議 室

富士市民センター
ホ ー ル

富士市民センター
ホ ー ル

コ ー ラ ス

大 正 琴
富士の型染

郷 土 史

茶 道

俳 句

短 歌

洋 画
陶 芸
毛 筆
フラワーデザイン

民 謡

音 楽

民 踊

詩 吟

邦 楽

謡 曲

演 劇

10月 9 日�

10月 8 日�
　～12日�

10月11日�

10月12日�

10月13日�

18:30～
10:00～19:00

10月24日�
　～29日�

10:00～19:00

9:00～16:00

13:30～15:30

10:00～15:00

 13:00～16:00

10月10日�

10月11日�

10月12日�

10月13日�

18:30～

12:30～

13:00～

13:00～

17:30～

18:30～

13:00～

10月18日�

12:00～

18:00～

最終日は
　  17:00まで
（富士の型染
は16:00まで）

最終日は
　  17:00まで
（ひょうたん展
は16:00まで）

 4 階会議室

ロゼシアター
中 ホ ー ル

盆 栽（前期）

盆 栽（後期）

ひょうたん展

委託契約を結びましょう 浄化槽パトロールを実施

問い合わせ　文化スポーツ課 155-2874

～ 市民文化がここに結集! ～



と　き 9 月24日d、10月15日d

13:30～14:15受付
ところ フィランセ西館 1階診察室
内　容 子宮頸

けい

がん・乳がん検診
対　象 市内在住で30歳以上の女性
定　員 40人
受診料 1,100円（70歳以上の人は無料）
申し込み 電話で保健福祉センター　

へ予約してください
※不正出血・子宮筋

きん

腫
しゅ

などがある人
は医療機関での検診をお勧めしま
す。

暮 ら し の

（11）

た よ り 平成15年9月5日号 お問い合わせはダイヤルイン（直通電話）で
市役所　151-0123（代表）

（10）

◆ 9 月 7 日A

◆ 9 月14日A

◆ 9 月15日B

◆ 9 月21日A

◆ 9 月23日C

◆ 9 月28日A

9月の休日当直医など

内科・小児科・外科
救急医療センター　51－0099 津田
●診療時間
平　日　　　午後 7 時～翌朝 8 時
土曜日　　　午後 2 時～翌朝 8 時　　
日曜祝日　　午前 9 時～翌朝 8 時　　　

産婦人科
眼 科
耳 鼻 科
柔道整復

産婦人科
眼 科

宮　クリニック
花崎眼科医院
ぬまづ島田医院
高 橋 接 骨 院

池田産婦人科医院
長 野 医 院

わたなべ耳鼻科
田 中 医 院
望 月 接 骨 院

ロゼレディースクリニック
加藤医院吉原分院
沼津市立病院
岩 山 接 骨 院

望月産婦人科医院
安部眼科医院
島 田 医 院
名倉堂接骨院

北 西 医 院
加 藤 医 院

永倉クリニック
清 接 骨 院

柵山産婦人科医院
朝岡眼科医院
かみでクリニック
田 中 医 院
朝 岡 接 骨 院

松 岡
青葉町
沼 津
石　坂

石 坂
柚　木

松 岡
三　島
平 垣

蓼原町
中央町 1
沼 津
鈴川町

西比奈
松 岡
長泉町
本市場

本市場
比 奈

沼 津
入山瀬 2

厚　原
今泉 3
伝 法
三　島
今泉 1

66－3731
66－0100
924
(055)
－0780

53－8751

21－2228
60－7100

65－6787
975
(055)

－0226
61－2090

60－5747
57－3000
924
(055)

－5100
33－1751

34－0445
61－5810
978
(055)

－2259
63－5554

61－0119
34－0011

963
(055)

－3011
71－3177

72－2626
52－0745
53－3321
975
(055)

－0226
52－2876

耳 鼻 科
〃　

柔道整復

産婦人科
眼 科
耳 鼻 科
柔道整復

産婦人科
眼 科
耳 鼻 科
柔道整復

産婦人科
眼 科

耳 鼻 科
柔道整復

産婦人科
眼 科
耳 鼻 科
〃

柔道整復

◎休日救急歯科診療
診療時間　午前 9 時～午後 4 時
診療場所　歯科医師会館　153－5555

平日の夜間及び休日当直医の
問い合わせは… 151－9999

ところ　ラ・ホール富士 7 階　OAルーム
対　象 市内在住・在勤の人（学生は除く）
申し込み　10月 7 日～12日の9:00～20:30に直接ラ・ホール富士へ　
※代理人での申し込みは 1 人分のみできます。応募者多数の場合は、10月13日

bの9:00に抽せん。受講料は決定後納入となります。

ラ・ホール富士の自主事業
エクセル・ワード教室

1 ラ・ホール富士 53-4300

教　室　名 回 定員 受  講  料 と　　　　　　　　き 

エ　ク　セ　ル 
11/ 5 ～28　　  毎週水・金曜日　19:00～21:00

11/26～12/19　毎週水・金曜日　10:00～12:00
 8 回 各 

20人 8,000円 

ワ　　ー　　ド 
11/ 6 ～12/ 4 　毎週火・木曜日　10:00～12:00

11/27～12/25　毎週火・木曜日　19:00～21:00

富士の型染教室受講生募集

1 市立博物館　21-3380

と　き　10月22日、11月12日、12月　
10日、平成16年 1 月 7 日、2月 4
日、3月 3日　計 6回（毎月 1回　
各水曜日） 9:30～15:30

ところ　市立博物館工芸棟染色室
対　象　市内、または周辺市町村在
住で、富士の型染に興味のある人
定　員　20人（先着順）
受講料　2,000円（材料費別途）
申し込み　10月1日の9:00から受け

付けます。直接または電話
で市立博物館へ

と　き　10月21日～24日、28日～31
日　14:00～16:00 計 8 回　

ところ　ラ・ホール富士 7階OAルーム
内　容　パソコンの基本操作、イン　

ターネットの利用法など
対　象　現在求職活動をしている市　

内在住の勤労者
定　員　20人（雇用保険のある人優　
先、応募者多数の場合は抽せん）

受講料　1,000円程度（テキスト代）
申し込み　10月 6 日までに電話で商

業労政課へ

転職者のための
再就職準備OA教室

1 商業労政課　55-2778

と　き 9 月25日e、10月 6 日b・
14日c・22日d 13:00～14:00

ところ　フィランセ西館 1階歯科検診室
内　容　歯科医師による問診、歯科　
衛生士による口腔衛生指導など

対　象　市に住民登録・外国人登録
のある今年度60歳の人（昭　
和18年 4 月 1 日～昭和19年
3 月31日生まれの人）

定　員　各日20人（先着順）
受診料　200円
申し込み 直接また
は電話で保健福祉
センターへ

60歳歯科総合検診

1 保健福祉センター　64-8992

1 市立博物館　21-3380

手すき和紙体験「凧
たこ

づくり」

地場産業である紙について理解を
深め、大切さを知るために、手すき
和紙づくりを体験してみませんか。
と　き　10月 5 日a凧紙づくり

10月19日a凧づくり　
いずれも10:00～12:00

※ 2 日間の参加になります。
ところ　市立博物館北側実習室
定　員　30人（先着順）
参加費　600円（テキスト代含む）
持ち物　エプロン、タオル
申し込み　 9 月23日の9:00から電話

で受け付けます。
※作品は当日持ち帰ることができます。

職場の安全衛生について学んでみ
ませんか。
と　き 10月 7 日c 18:30～20:00
ところ ラ・ホール富士 5 階研修室
テーマ 講演「職場のメンタルヘルス」
対　象 市内在住・在勤の勤労者
定　員 150人
講　師 小

こ

牧
まき

栄
え

里
り

子
こ

さん（NPO法人ピュ
アサポート・カウンセリングふじ理事長）

受講料 無料
申し込み 電話で商業労政課へ

1 商業労政課　55-2778

働く人の労働安全衛生講座

9 月10日の『下水道の日』は、世界的に見て、著しくおくれていた
わが国の下水道の全国的な普及を図ることを目的として昭和36年に始
まりました。市では下水道普及促進のため、この日を中心に街頭PR
キャンペーン、接続依頼キャンペーンを実施します。
また、 9月20日～30日に「いろいろコンクール」の作品を中央図書

館分館ギャラリーで展示します。 1 下水道部管理課　55-2800

9 月10日は『下水道の日』です。下水道はきれいな水を未来へつなげます

大　　　賞 

優　秀　賞 

青木奈津子（津　田） 
岩渕わか子（松　岡） 
内田千枝子（国久保 1 ） 
後藤　徳子（　境　） 

毛
　
　
筆 

大　　　賞 

優　秀　賞 

宮本　晴美（青島町） 

吉村　　隆（石　坂） 

吉村実乃里（石　坂） 
佐野　和子（青島町） 
安藤さな江（天　間） 
具志堅加代子（中　丸） 
田中　勝代（天　間） 

硬
　
　
筆 

第37回　富士市展審査結果
書道展（毛筆・硬筆）の部

1 文化スポーツ課　55-2874

1 都市計画課　55-2785

岳南広域都市計画の
変更に係る縦覧

富士中部地区計画の変更を行うた
め、都市計画の案を縦覧します。
と　き　 9 月18日～10月 2 日（8:30
～17:00 土・日曜日を除く）

ところ 市役所 4階　都市計画課
※都市計画の案について意見がある
ときは、縦覧期間中に意見書の提
出ができます。
詳しくは都市計画課へ

我が家のアイドル我が家のアイドル

→富士環境保全公社 →
→小規模授産所 →社会福祉センター （昼食）→
特別養護老人ホーム →

対　象 市内在住・在勤の人 定　員 20人（今年度初めて参加する人を優先）
持ち物 昼食、水筒、雨具、筆記用具など　 参加費 無料　
申し込み はがきに参加する人の住所、氏名

ふりがな

、年齢、電話番号（ 1 枚のはがき
に 2 人まで申し込みできます）、「10月 8 日希望」を書いて、〒417-8601 富　
士市役所広報広聴課「公共施設見学」係へ（ 9 月20日の消印有効）

※お子さま連れで参加を希望する人は、申し込み前にお問い合わせください。
1 広報広聴課　55-2700

個人参加公共施設見学

9 月 の 教 育 委 員 会 会 議
9 月定例会を次のように開催します

と　き　 9 月18日e 13:30～
ところ 市役所 8階政策会議室

1 教育総務課　55-2865

一 斉 防 疫
希望した町内のみ実施します

1 環境衛生課　55-2768

  9 月29日（月） 国久、十兵衛北 塔の木 1・2、川原宿 

   〃   2 日（木） 水戸島南 

 10月 1 日（水） 平垣町、平垣町 2・3 平垣北町、水戸島中 

   〃  30日（火） 本市場 3・4 本市場 2・1、水戸島上 

   〃   3 日（金） 水戸島下 水戸島下、水戸島上南 

   〃   6 日（月） 平垣八幡町 鷹岡本町 1・2・3

月　　日 午　　　前 午　　　後 

柿畑美
み

桜
お

ちゃん H14. 7 .16生
父・祐司　母・理絵（比奈）
「1 歳になりました。もう少し
で歩けるようになるかな？」

犬塚　翼
つばさ

ちゃん H14. 7 .10生
父・幸則　母・亜紀子（広見）
「趣味はサッカーとカラオケです。
デビューしたらよろしくね。」
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で
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センター婦人がん検診

1 保健福祉センター　64-8992

～ 市役所～

★市県民税・固定資産税
9月25日E・26日F

17:00～19:00
9月28日A 9:00～16:00

1収税課（3階）55-2730

特別納税相談 特別納税相談 特別納税相談 

と　き 9 月30日c 10:40～11:00
ところ 県富士総合庁舎 3 階301会議室
問い合わせ 富士財務事務所納税課　　

165-2123    
※中止になる場合もありますので事
前に電話で確認してください。

1 収税課　55-2730

電話加入権の公売

コース

10月 8 日（水） 9:00～14:30

施設の休みや開館時間のお知らせ

ダイヤル施設案内　152-1111



と　き 9 月24日d、10月15日d

13:30～14:15受付
ところ フィランセ西館 1階診察室
内　容 子宮頸

けい

がん・乳がん検診
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腫
しゅ

などがある人
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す。

暮 ら し の

（11）

た よ り 平成15年9月5日号 お問い合わせはダイヤルイン（直通電話）で
市役所　151-0123（代表）

（10）

◆ 9 月 7 日A

◆ 9 月14日A

◆ 9 月15日B
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◆ 9 月28日A
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ところ　ラ・ホール富士 7 階　OAルーム
対　象 市内在住・在勤の人（学生は除く）
申し込み　10月 7 日～12日の9:00～20:30に直接ラ・ホール富士へ　
※代理人での申し込みは 1 人分のみできます。応募者多数の場合は、10月13日

bの9:00に抽せん。受講料は決定後納入となります。

ラ・ホール富士の自主事業
エクセル・ワード教室

1 ラ・ホール富士 53-4300

教　室　名 回 定員 受  講  料 と　　　　　　　　き 

エ　ク　セ　ル 
11/ 5 ～28　　  毎週水・金曜日　19:00～21:00

11/26～12/19　毎週水・金曜日　10:00～12:00
 8 回 各 

20人 8,000円 

ワ　　ー　　ド 
11/ 6 ～12/ 4 　毎週火・木曜日　10:00～12:00

11/27～12/25　毎週火・木曜日　19:00～21:00

富士の型染教室受講生募集

1 市立博物館　21-3380

と　き　10月22日、11月12日、12月　
10日、平成16年 1 月 7 日、2月 4
日、3月 3日　計 6回（毎月 1回　
各水曜日） 9:30～15:30

ところ　市立博物館工芸棟染色室
対　象　市内、または周辺市町村在
住で、富士の型染に興味のある人
定　員　20人（先着順）
受講料　2,000円（材料費別途）
申し込み　10月1日の9:00から受け
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へ

センター婦人がん検診

1 保健福祉センター　64-8992

～ 市役所～

★市県民税・固定資産税
9月25日E・26日F

17:00～19:00
9月28日A 9:00～16:00

1収税課（3階）55-2730

特別納税相談 特別納税相談 特別納税相談 

と　き 9 月30日c 10:40～11:00
ところ 県富士総合庁舎 3 階301会議室
問い合わせ 富士財務事務所納税課　　

165-2123    
※中止になる場合もありますので事
前に電話で確認してください。

1 収税課　55-2730

電話加入権の公売

コース

10月 8 日（水） 9:00～14:30

施設の休みや開館時間のお知らせ

ダイヤル施設案内　152-1111
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四丁河原土地区画整理事業が 9月
5日に換地処分の公告を行います。
この公告の翌日から、四丁河原土地
区画整理事業施行地区内は新しい町
名、地番を使用することになります。
また、郵便番号も新設されますの

で、ご確認ください。

（12）

暮 ら し の た よ り 平成15年9月5日号 お問い合わせはダイヤルイン（直通電話）で
市役所　151-0123（代表）

（13）

9 月の水道料金・下水道使用料
～納入は便利で確実な口座振替で～
市指定金融機関の窓口で直接お申し込みください。

持ち物　通帳・印鑑（届印）・水せん番号（各世帯配布の「使用水
量等のお知らせ」に記載）※申込書は金融機関にあります。

問い合わせ 水道部営業課　55-2846

○納入期限　　 9 月30日C
（納入通知書は、今月中旬に郵送します）

○口座振替日　 9 月29日B

※納入は２か月に１度です（地区によって納入月が異なります）

四丁河原土地区画整理事業施行地区内の
町名・地番が変わりました

1 市街地整備課　55-2798

新しい町名 郵便番号

松
まつ

富
とみ

町
ちょう

416-0919

集中工事期間中は東名高速道路全
線の随所で車線規制が実施され、大
きな渋滞が予想されます。皆さんの
ご協力をお願いします。
集中工事期間（東名全線）
○10月 6 日b 6:00

～10月10日f 18:00
○10月14日c 0:00

～10月17日f 24:00
問い合わせ　日本道路公団富士管理

事務所　152-2505

東名高速道路の
集中工事・車線規制にご協力を

1 建設部管理課　55-2818

種　目 ①看護学生 ②防衛医科大　
学校　③防衛大学校

資　格 ①高卒（見込含む）で24歳
未満の男女 ②③高卒（見
込含む）で21歳未満の男女

試験日　①10月19日a

②11月 1 日g・ 2日a

③11月 8 日g・ 9日a

受　付　 9 月12日～10月10日
問い合わせ　自衛隊富士募集事務所

151-1719

1 市民課　55-2746

自 衛 官 募 集

ボランティア活動などを通じて、子どもやお年寄り、
障害者など社会的に弱い立場の人々をいたわり、思いや
りの心の輪をひろげ、お互いに助け合い、住みよいまち
をつくりましょう。

9月は「障害者雇用促進月間」です。「障害者の雇用の
促進等に関する法律」では、障害者雇用率制度が設けら
れています。常時56人以上の従業員がいる事業所は、1.8％
以上の身体障害者または知的障害者を雇用しなければな
らないことになっています。

だれもが職業を通じて社会参加と自立を実現できる
「人に優しい社会」づくりを進めましょう。

市民憲章 
制定20周年 

総務課 155-2705

● ● ●市民れんらく版● ● ●

★「こころの時代」公開講座
と　き　 9 月20日g 14:00～16:30
ところ　ロゼシアター小ホール
テーマ　「現代人の不安とうつ」
講　師　山田和夫さん（東洋英和女

学院大学教授・精神科医）
受講料　無料
問い合わせ 鷹岡病院 171-3370
★第 8 回おきがる無料相談所
と　き　 9 月20日g 13:30～16:30
ところ　ロゼシアター 4 階会議室
内　容　医療、法律、税務、登記、
不動産などについての相談

問い合わせ 新富士ロータリーク
ラブ　和田　方　151-5005

★高齢者はり・きゅう・
マッサージ無料奉仕治療

と　き 9 月28日a 9:00～12:00

ところ 社会福祉センター広見荘
対　象 市内在住の70歳以上の人
問い合わせ 富士鍼

はり

灸
きゅう

マッサージ
師会　川原　方　121-1210

★土地家屋調査士・
行政書士無料相談

と　き　10月 1 日d 10:00～15:00
ところ 市役所 2階ロビー
相談内容 土地の調査測量、分筆・
土地地目変更の登記・建物の新
築、増築の登記など

問い合わせ 県土地家屋調査士会
富士支部　164-2461 県行政書
士会富士支部　122-0090

★司法書士による無料法律相談
と　き 10月 4 日g 13:30～15:30
ところ ロゼシアター 4階第 1会議室
内　容 不動産の権利に関する登

記手続、会社や法人の登記
手続書類の作成など

問い合わせ 司法書士会富士支部
仲澤　方　155-3737

★演劇「天守物語」出演者募集　
～障害者と健常者がつくるステージ～　　
○選考会（オーディション）
と　き　10月12日b 10:30～
ところ　グランシップ（静岡市）
対　象　高校生以上の人で、性別、
障害の有無、経験は問いません

公演日　平成16年 9 月
申し込み　 9 月30日（必着）までに
申込用紙（市社会福祉協議会にあ
ります）に必要事項を記入の上、
〒421-0103 静岡市丸子 3 - 4 - 8「し
ずおか演劇祭実験劇場」事務局へ　

1・5054-259-0791

対　象　平成16年 4 月に小学校に入学する児童（平成 9 年 4 月 2日～平成10年
4 月 1 日生まれ。就学時健康診断通知書は 9 月20日ごろに発送します）

※指定された会場で受診してください。

新入学児童就学時健康診断

1 学校教育課　55-2871

月　　日 受付開始時間 
小  学  校  名 
（実施会場） 

月　　日 受付開始時間 
小  学  校  名 
（実施会場） 

10月15日� 吉永第二 13:00 富  士  南 
富士中央 
伝　　法 
田  子  浦 
岩  松  北 
富士第二 
原　　田 
須　　津 
今　　泉 
丘 

青  葉  台 
鷹　　岡 

13:10 
12:50 
13:00 
13:10 
12:40 
12:45 
13:15 
12:50 
13:00 
12:45 
12:45 
13:00

12:30

13:00

12:30

12:30
12:30

13:00

13:15

大淵第二 
広　　見 
富士第一 
吉　　原 
吉永第一 
岩　　松 

 大淵第一 
元  吉  原 

 神　　戸 
東 

富士見台 
 天　　間 

10月22日� 
10月23日� 
10月24日� 
10月27日� 

10月28日� 
 

10月29日� 
10月30日� 
10月31日� 

11月 5 日� 

10月16日� 
10月17日�  

10月21日� 
 

10月22日� 

1 児童福祉課　55-2762

★臨時保育士の募集
雇用期間 10月ごろから平成16年

3 月まで
応募資格 市内在住で、保育に熱

意がある50歳くらいまで
の保育士有資格者

採用人数 若干人
申し込み 9 月19日までに登録票

（児童福祉課で配布）か市
販の履歴書を直接または　

郵送で〒417-
8601 富士市
役所児童福祉
課へ

★保育ママの募集（随時受付）
保育時間 月～土曜日（日曜日、祝

日、年末年始を除く）原則
として 1日 8時間の保育

応募資格 市内在住で、子育てに理
解と熱意のある20～59歳の人・原
則として保育士、看護師、保健師
などの有資格者・自宅などに一定
基準を満たした部屋が確保できる
こと

申し込み 保育ママ認定申請書（児
童福祉課で配布）を直接ま
たは郵送で〒417-8601 富士
市役所児童福祉課へ

と　き 11月 1 日g 開場18:00 開演18:30
ところ　ロゼシアター　大ホール　　入場料　無料
定　員　800組　1,600人（応募者多数の場合、抽せんの上、10月中旬まで　

に、返信はがきを発送します）
申し込み 9 月20日（必着）までに往復はがきの往信裏面に郵便番号、住
所、氏名、年齢、電話番号、ロゼシアターへのメッセージ、ロゼ友の会
会員は会員番号を、返信表面に応募者の郵便番号、住所、氏名を記入し、
〒416-0953 蓼原町1750番地　ロゼシアター「11/ 1 中村玉緒トークシ
ョー」係へ　※未就学児の入場はできません。

1 ロゼシアター　60-2512

ロゼシアター開館
10周年記念特別企画

と　き　10月 5 日a 10:00～12:00
ところ　ラ・ホール富士 5階研修室
内　容 マイホームにかかわる税金、

マイホームの資金計画
定　員　150人
参加費　無料
申し込み 10月 3 日
の17:00までに直
接または電話で商
業労政課へ※託児
が必要な人は事前
にご相談ください。

富士市マイホームセミナー

1 商業労政課　55-2778

と　き 9 月20日g 15:00～
（雨天の場合は 9 月21日。21日も　
雨天の場合は中止）
ところ そびな通勤寮　西側広場
内　容　★模擬店による縁日
★抽せん会　★花火大会
★高千穂会（民踊）
★夢織り姫（ダンス）
★木の花林連（太鼓）

1 くすの木学園　35-0312

みんなでおいでよ

くすの木まつり
みんなでおいでよ

くすの木まつり
みんなでおいでよ

くすの木まつり
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くすの木まつり
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くすの木まつり

来場者募　集

「中村玉緒トークショー」

1 市立博物館　21-3380

特別講演会「竹の今昔物語」

と　き　10月 4 日g 14:00～15:30
ところ　市立博物館 1階会議室
テーマ 「静岡の竹文化と竹の不思議」
講　師　柏木治

はる

次
つぐ

さん（富士竹類植物
園事業本部長）

定　員 40人（先着順）
受講料 無料（参加者は入館料無料）
申し込み　 9 月20日の9:00から受け

付けます。電話で市立博物
館へ

ケーブルテレビ 3 チャンネル

緊急告知放送システムの試験放送

「市からのお知らせ」
放送日 毎月第2・4木曜日 8:50～9:00

1 広報広聴課　55-2700

祭りや行事、見どころを紹介

ダイヤルお出かけ情報 153-1111
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四丁河原土地区画整理事業が 9月
5日に換地処分の公告を行います。
この公告の翌日から、四丁河原土地
区画整理事業施行地区内は新しい町
名、地番を使用することになります。
また、郵便番号も新設されますの

で、ご確認ください。

（12）

暮 ら し の た よ り 平成15年9月5日号 お問い合わせはダイヤルイン（直通電話）で
市役所　151-0123（代表）

（13）

9 月の水道料金・下水道使用料
～納入は便利で確実な口座振替で～
市指定金融機関の窓口で直接お申し込みください。

持ち物　通帳・印鑑（届印）・水せん番号（各世帯配布の「使用水
量等のお知らせ」に記載）※申込書は金融機関にあります。

問い合わせ 水道部営業課　55-2846

○納入期限　　 9 月30日C
（納入通知書は、今月中旬に郵送します）

○口座振替日　 9 月29日B

※納入は２か月に１度です（地区によって納入月が異なります）

四丁河原土地区画整理事業施行地区内の
町名・地番が変わりました

1 市街地整備課　55-2798

新しい町名 郵便番号

松
まつ

富
とみ

町
ちょう

416-0919

集中工事期間中は東名高速道路全
線の随所で車線規制が実施され、大
きな渋滞が予想されます。皆さんの
ご協力をお願いします。
集中工事期間（東名全線）
○10月 6 日b 6:00

～10月10日f 18:00
○10月14日c 0:00

～10月17日f 24:00
問い合わせ　日本道路公団富士管理

事務所　152-2505

東名高速道路の
集中工事・車線規制にご協力を

1 建設部管理課　55-2818

種　目 ①看護学生 ②防衛医科大　
学校　③防衛大学校

資　格 ①高卒（見込含む）で24歳
未満の男女 ②③高卒（見
込含む）で21歳未満の男女

試験日　①10月19日a

②11月 1 日g・ 2日a

③11月 8 日g・ 9日a

受　付　 9 月12日～10月10日
問い合わせ　自衛隊富士募集事務所

151-1719

1 市民課　55-2746

自 衛 官 募 集

ボランティア活動などを通じて、子どもやお年寄り、
障害者など社会的に弱い立場の人々をいたわり、思いや
りの心の輪をひろげ、お互いに助け合い、住みよいまち
をつくりましょう。

9月は「障害者雇用促進月間」です。「障害者の雇用の
促進等に関する法律」では、障害者雇用率制度が設けら
れています。常時56人以上の従業員がいる事業所は、1.8％
以上の身体障害者または知的障害者を雇用しなければな
らないことになっています。

だれもが職業を通じて社会参加と自立を実現できる
「人に優しい社会」づくりを進めましょう。

市民憲章 
制定20周年 

総務課 155-2705

● ● ●市民れんらく版● ● ●

★「こころの時代」公開講座
と　き　 9 月20日g 14:00～16:30
ところ　ロゼシアター小ホール
テーマ　「現代人の不安とうつ」
講　師　山田和夫さん（東洋英和女

学院大学教授・精神科医）
受講料　無料
問い合わせ 鷹岡病院 171-3370
★第 8 回おきがる無料相談所
と　き　 9 月20日g 13:30～16:30
ところ　ロゼシアター 4 階会議室
内　容　医療、法律、税務、登記、
不動産などについての相談

問い合わせ 新富士ロータリーク
ラブ　和田　方　151-5005

★高齢者はり・きゅう・
マッサージ無料奉仕治療

と　き 9 月28日a 9:00～12:00

ところ 社会福祉センター広見荘
対　象 市内在住の70歳以上の人
問い合わせ 富士鍼

はり

灸
きゅう

マッサージ
師会　川原　方　121-1210

★土地家屋調査士・
行政書士無料相談

と　き　10月 1 日d 10:00～15:00
ところ 市役所 2階ロビー
相談内容 土地の調査測量、分筆・
土地地目変更の登記・建物の新
築、増築の登記など

問い合わせ 県土地家屋調査士会
富士支部　164-2461 県行政書
士会富士支部　122-0090

★司法書士による無料法律相談
と　き 10月 4 日g 13:30～15:30
ところ ロゼシアター 4階第 1会議室
内　容 不動産の権利に関する登

記手続、会社や法人の登記
手続書類の作成など

問い合わせ 司法書士会富士支部
仲澤　方　155-3737

★演劇「天守物語」出演者募集　
～障害者と健常者がつくるステージ～　　
○選考会（オーディション）
と　き　10月12日b 10:30～
ところ　グランシップ（静岡市）
対　象　高校生以上の人で、性別、
障害の有無、経験は問いません

公演日　平成16年 9 月
申し込み　 9 月30日（必着）までに
申込用紙（市社会福祉協議会にあ
ります）に必要事項を記入の上、
〒421-0103 静岡市丸子 3 - 4 - 8「し
ずおか演劇祭実験劇場」事務局へ　

1・5054-259-0791

対　象　平成16年 4 月に小学校に入学する児童（平成 9 年 4 月 2日～平成10年
4 月 1 日生まれ。就学時健康診断通知書は 9 月20日ごろに発送します）

※指定された会場で受診してください。

新入学児童就学時健康診断

1 学校教育課　55-2871

月　　日 受付開始時間 
小  学  校  名 
（実施会場） 

月　　日 受付開始時間 
小  学  校  名 
（実施会場） 

10月15日� 吉永第二 13:00 富  士  南 
富士中央 
伝　　法 
田  子  浦 
岩  松  北 
富士第二 
原　　田 
須　　津 
今　　泉 
丘 

青  葉  台 
鷹　　岡 

13:10 
12:50 
13:00 
13:10 
12:40 
12:45 
13:15 
12:50 
13:00 
12:45 
12:45 
13:00

12:30

13:00

12:30

12:30
12:30

13:00

13:15

大淵第二 
広　　見 
富士第一 
吉　　原 
吉永第一 
岩　　松 

 大淵第一 
元  吉  原 

 神　　戸 
東 

富士見台 
 天　　間 

10月22日� 
10月23日� 
10月24日� 
10月27日� 

10月28日� 
 

10月29日� 
10月30日� 
10月31日� 

11月 5 日� 

10月16日� 
10月17日�  

10月21日� 
 

10月22日� 

1 児童福祉課　55-2762

★臨時保育士の募集
雇用期間 10月ごろから平成16年

3 月まで
応募資格 市内在住で、保育に熱

意がある50歳くらいまで
の保育士有資格者

採用人数 若干人
申し込み 9 月19日までに登録票

（児童福祉課で配布）か市
販の履歴書を直接または　

郵送で〒417-
8601 富士市
役所児童福祉
課へ

★保育ママの募集（随時受付）
保育時間 月～土曜日（日曜日、祝

日、年末年始を除く）原則
として 1日 8時間の保育

応募資格 市内在住で、子育てに理
解と熱意のある20～59歳の人・原
則として保育士、看護師、保健師
などの有資格者・自宅などに一定
基準を満たした部屋が確保できる
こと

申し込み 保育ママ認定申請書（児
童福祉課で配布）を直接ま
たは郵送で〒417-8601 富士
市役所児童福祉課へ

と　き 11月 1 日g 開場18:00 開演18:30
ところ　ロゼシアター　大ホール　　入場料　無料
定　員　800組　1,600人（応募者多数の場合、抽せんの上、10月中旬まで　

に、返信はがきを発送します）
申し込み 9 月20日（必着）までに往復はがきの往信裏面に郵便番号、住
所、氏名、年齢、電話番号、ロゼシアターへのメッセージ、ロゼ友の会
会員は会員番号を、返信表面に応募者の郵便番号、住所、氏名を記入し、
〒416-0953 蓼原町1750番地　ロゼシアター「11/ 1 中村玉緒トークシ
ョー」係へ　※未就学児の入場はできません。

1 ロゼシアター　60-2512

ロゼシアター開館
10周年記念特別企画

と　き　10月 5 日a 10:00～12:00
ところ　ラ・ホール富士 5階研修室
内　容 マイホームにかかわる税金、

マイホームの資金計画
定　員　150人
参加費　無料
申し込み 10月 3 日
の17:00までに直
接または電話で商
業労政課へ※託児
が必要な人は事前
にご相談ください。

富士市マイホームセミナー

1 商業労政課　55-2778

と　き 9 月20日g 15:00～
（雨天の場合は 9 月21日。21日も　
雨天の場合は中止）
ところ そびな通勤寮　西側広場
内　容　★模擬店による縁日
★抽せん会　★花火大会
★高千穂会（民踊）
★夢織り姫（ダンス）
★木の花林連（太鼓）

1 くすの木学園　35-0312

みんなでおいでよ

くすの木まつり
みんなでおいでよ

くすの木まつり
みんなでおいでよ

くすの木まつり
みんなでおいでよ

くすの木まつり
みんなでおいでよ

くすの木まつり
みんなでおいでよ

くすの木まつり
みんなでおいでよ

くすの木まつり
みんなでおいでよ

くすの木まつり
みんなでおいでよ

くすの木まつり
みんなでおいでよ

くすの木まつり
みんなでおいでよ

くすの木まつり
みんなでおいでよ

くすの木まつり
みんなでおいでよ

くすの木まつり
みんなでおいでよ

くすの木まつり
みんなでおいでよ

くすの木まつり
みんなでおいでよ

くすの木まつり
みんなでおいでよ

くすの木まつり

来場者募　集

「中村玉緒トークショー」

1 市立博物館　21-3380

特別講演会「竹の今昔物語」

と　き　10月 4 日g 14:00～15:30
ところ　市立博物館 1階会議室
テーマ 「静岡の竹文化と竹の不思議」
講　師　柏木治

はる

次
つぐ

さん（富士竹類植物
園事業本部長）

定　員 40人（先着順）
受講料 無料（参加者は入館料無料）
申し込み　 9 月20日の9:00から受け

付けます。電話で市立博物
館へ

ケーブルテレビ 3 チャンネル

緊急告知放送システムの試験放送

「市からのお知らせ」
放送日 毎月第2・4木曜日 8:50～9:00

1 広報広聴課　55-2700

祭りや行事、見どころを紹介

ダイヤルお出かけ情報 153-1111
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平
成
十
五
年
九
月
五
日
号

寒い、寒すぎる、ことしの夏は
どこへやら。お盆のころには既に
秋の気配が感じられる気温になり、
寂しい限りでした。しかし、8 月下
旬になってからようやく夏らしい
暑さが戻ってきました。そう、富
士市のアツイ夏はこれからです。

人　口　242,699人 （前月比＋82）
男　120,759人 （＋11）
女　121,940人 （＋71）

世　帯　84,919世帯（＋78）8月1日現在
編集・発行　富士市総務部広報広聴課
〒417-8601 静岡県富士市永田町1-100

10545-51-01238 50545-51-1456

ついにNEW!!わかふじ国体が始まりま
した。県富士水泳場で行われる競
泳・飛込競技では、熱戦が繰り広げ
られることと思います。編集室も国
体取材モードに切りかえ、全力で選
手やボランティアの皆さんを追いか
けたいと思います。

昭
和
四
十
二
年
四
月
、
次
々
と
新
し
い
ア
パ

ー
ト
や
住
宅
が
建
設
さ
れ
人
口
増
加
が
著
し
か

っ
た
広
見
地
区
に
、
待
望
の
広
見
保
育
園
が
開

園
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
年
代
か
ら
五
十
年
代

に
か
け
て
は
、
働
く
女
性
や
出
生
児
の
増
加
に

よ
り
、
市
内
に
は
保
育
園
が
次
々
と
誕
生
し
た

時
代
で
し
た
。

そ
の
後
、
広
見
地
区
で
は
さ
ら
に
保
育
需
要

が
高
ま
り
、
地
区
二
番
目
の
保
育
園
と
し
て
、

小さ

百ゆ

合り

保
育
園
が
昭
和
四
十
九
年
に
開
園
し
ま

し
た
。（
平
成
二
年
に
広
見
保
育
園
へ
統
合
）

保
育
園
が
次
々
に
誕
生
し
た
時
代

現在の広見保育園

当
時
の
広
見
保
育
園
は
、
今
の
広
見
公
民

館
付
近
に
あ
り
ま
し
た
。
北
側
は
が
け
で
し

た
が
、
周
り
に
は
茶
畑
が
多
く
あ
り
、
南
側

は
眺
め
が
す
ば
ら
し
く
海
が
よ
く
見
え
ま
し

た
。
写
真
は
、
運
動
会
で
発
表
す
る
旗
体
操

の
練
習
風
景
で
す
。
こ
の
こ
ろ
園
で
は
、
新

た
に
鼓
笛
隊
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

当
時
、
百
二
十
人
の
定
員
は
た
ち
ま
ち
い

っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。
皆

さ
ん
の
期
待
は
大
き
く
、
そ
れ
に
後
押
し
さ

れ
な
が
ら
夢
中
で
子
ど
も
た
ち
を
見
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

た
ち
ま
ち
定
員
が
い
っ
ぱ
い
に

渡
わた

会
らい

安
あ

喜
き

子
こ

さん（左）

鈴木 ふじ子さん（右）
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